
特別支援教育　基本方針

自分の可能性を信じ　自ら学び　自ら鍛える　生徒の育成

通常学級 特別支援学級

各種法規

生徒・保護者・地域の
実態

特別支援教育の指導目標

社会的自立をめざして、生徒一人ひとりのニーズ合わせ、逞しく生き抜く力の基礎となる知識や
技能を身につけさせる。

目標達成のための具体的手だて

1　困り感を抱える生徒のアセスメントと特性に合わせた支援

2　個に応じた合理的配慮と支援の共有化　

校訓 基本理念

自ら学び互いに磨
こう

一人の子どもを粗末にする時　教育はその光を失う

教育目標

目
標

①豊かな心を持った温かい人間関係を構築する。

②生徒の実態を把握し、個のニーズに合わせた指

導や支援を実践する。

①実態を踏まえた課題の明確化と学習の充実を図る。

②基礎的、基本的な学力の向上を図る。

③会話の楽しさを味わわせ、会話力、コミュニケーション能力の向

上を図る。

3　学習環境のユニバーサルデザイン化

内

容

①すべての生徒が活動しやすい学級環境作りに

努める。

②生徒の特性に応じた指導内容・方法を工夫す

る。

①実生活と結びついた内容を重視し、それらの指導をとおして、学

力の定着を図る。

②興味関心を高めるような題材を多く取り入れ、繰り返し学習する

ことができるよう指導法を工夫する。

③集団活動や共同学習をとおして協力する態度や気持ちを養う。

校内支援体制

①相談支援及び校内研修

（特支教コデ・研究主任）

②個に応じた指導及び支援

（担任・特支教コデ）

③就学指導

（校内支援委員会）

④交流及び共同学習

（学級担任・通常学級担任）

担任会

①生徒の日々の様子からの気づき
②個に応じた支援の検討や報告

家庭・関係機関・特別支援学校・地域社会との連携

・ＰＴＡ・佐世保特別支援学校・川棚特別支援学
校・青少年教育センター・青少年健全育成会等


